
平
成
二
七

年
五
月
十
日

（
日
）
、
下

阪
本
市
民
セ
ン
タ
ー
に
て
、
、

司
会
に
恒
岡
幹
事
、
議
長
に
林

副
会
長
を
選
出
し
て
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

総
会
で
は
河
村
会
長
の
挨
拶

に
引
き
続
き
、
二
六
年
度
事
業

報
告
と
決
算
報
告
、
二
七
年
度

事
業
計
画
と
予
算
案
、
及
び
役

員
案
と
会
則
の
変
更
案
が
提
案

さ
れ
、
議
案
の
す
べ
て
が
承
認

さ
れ
た
。
新
役
員
と
し
て
、
久

保
良
雄
、
三
津
川
聡
、
山
本
正

史
三
氏
が
幹
事
に
就
任
し
、
山

岡
周
天
氏
が
幹
事
を
退
任
し
た
。

■１
．
観
光
ガ
イ
ド
は
、
○
土
日

休
日
に
公
園
で
の
ガ
イ
ド
を
随

時
実
施
○
団
体
の
ガ
イ
ド
（
下

阪
本
地
区:

三
津
浜
探
訪
）
実

施○
公
園
の
案
内
看
板
の
修
正
を

実
施
。

２
．
勉
強
会
の
実
施

３
．
下
阪
本
地
域
と
の
連
携
を

強
化
し
、
地
域
行
事
に
参
加

（
光
秀
の
紙
芝
居
を
作
成
）

４
．
そ
の
他
業
務
は
、
○
坂
本

城
址
公
園
の
清
掃
活
動
を
二
回

実
施
○
会
報
ニ
ュ
ー
ス
を
一
回

発
行
○
研
修
旅
行
を
実
施
（
松

阪
・
亀
山
城
）
○

下
阪
本
文
化
祭
に

参
加
○
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
更
新

■
平
成
二
七
年
度

事
業
計
画

１
．
下
阪
本
地
区

の
観
光
ガ
イ
ド
を

実
施
す
る
。

○
土
、
日
、
休
日

の
公
園
ガ
イ
ド
○

団
体
の
ガ
イ
ド

２
．
下
阪
本
地
域

と
の
連
携
を
強
化

し
、
行
事
に
積
極

的
に
参
加
す
る
。

３
．
従
来
か
ら
の

業
務
は
継
続
す
る
。

○
坂
本
城
跡
公
園
の
清
掃
活
動
、

○
会
報
ニ
ュ
ー
ス
発
行
○
研
修

旅
行
○
下
阪
本
文
化
祭
参
加
○

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

４
．
継
続
し
て
探
索
、
要
望
す

る
。

○
坂
本
城
遺
構
の
探
索
○
三
津

浜
の
調
査
○
資
料
館
の
建
設
要

望■
平
成
二
七
年
度
の
役
員

名
誉
会
長

天
田
省
三

会
長

河
村
益
孝

副
会
長

林

宏

幹
事
会
計

渡
辺

豊

幹
事
広
報

藤
本
一
也

幹
事

事
務
局

梶
原
大
義

幹
事

成
宮
律
子

恒
岡
善
博

奥
村

多
栄
子

三
津
川

聡

久
保

良
雄

山
本

正
史

監
事

並
木
益
雄

中
田
安
子

顧
問

中
井

均
（
滋
賀
県
立
大
）

木
村
至
宏
（
前
成
安
造
形
大
学

長
）
馬
淵
直
樹
（
日
吉
大
社
宮

司
）
村
田
省
三
（
元
市
産
業
観

光
部
長
）

第１６号 坂本城を考える会 会報 ２０1５年 ８月１日

坂本城を考える会のホームページもご覧ください http://www.sakamoto-jyoh.sakura.ne.jp

発行責任者
藤本 一也

大津市雄琴
２丁目９-２２

坂
本
城

地域との連携を強化し坂本
城遺構調査やガイド実施 第

九
回
総
会
で
決
定

ガ
イ
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総
会
に
引
き
続
き
、
演
題

「
坂
本
城
の
石
垣
を
考
え
る
」

と
し
て
、
滋
賀
県
立
大
学
教
授
・

中
井

均
先
生
の
記
念
講
演
会

が
行
わ
れ
た
。

現
在
発
掘
中
の
兵
庫
城
か
ら

も
坂
本
城
と
同
じ
よ
う
に
胴
木

を
用
い
た
石
垣
が
出
土
。
勝
龍

寺
城
で
も
本
丸
の
石
垣
に
胴
木

が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
坂
本

城
は
最
古
の
石

垣
・
胴
木
の
使

用
例
で
あ
る
。

織
豊
系
城

郭
に
共
通

す
る
特
徴

は
石
垣
・
瓦
・

礎
石
建
物
の3
点

セ
ッ
ト
で
あ
る

が
、
坂
本
城
は

近
江
で
最
初
の

織
田
系
城
郭
で
、

3

点
セ
ッ
ト
を
持

つ
最
初
の
城
で

あ
り
、
以
後
の

城
郭
構
造
を
決

定
づ
け
た
近
世

城
郭
の
始
祖
で

あ
る
。

城
の
石
垣
は

元
々
寺
院
の
技

術
で
あ
り
、
一
部
は
穴
太
衆
が

関
与
、
穴
太
衆
の
先
祖
は
比
叡

山
の
山
麓
で
石
塔
や
石
仏
の
製

作
に
従
事
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
が
、
織
田
系
城
郭
の
石
垣
は

信
長
独
自
の
石
垣
構
築
集
団
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
坂
本
城
の
石
垣

は
歴
史
上
重
要
で
あ
り
、
本
物

が
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
の
に
見
ら

れ
な
い
と
い
う
は
が
ゆ
さ
が
あ

る
。
豊
臣
大
坂
城
（
再
建
さ
れ

た
現
在
の
徳
川
大
阪
城
で
は
な

い
、

最
初

の
秀

吉
に
よ
る
大
坂
城
）
の
石
垣
が

発
見
さ
れ
、
近
く
大
阪
城
の
地

下
に
展
示
室
が
建
て
ら
れ
る
計

画
も
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

坂
本
城
の
石
垣
も
見
学
で
き
る

よ
う
、
ぜ
ひ
「
坂
本
城
を
考
え

る
会
」
と
し
て
活
動
し
て
欲
し

い
と
の
要
望
が
中
井
先
生
か
ら

あ
っ
た
。
（
文
責

梶
原
大
義
）

平
成
二
六
年
五
月
十
一
日
の

総
会
に
お
い
て
、
浅
学
菲
才
の

私
が
副
会

長
に
任
命

さ
れ
、
今

後
の
坂
本

城
を
考
え

る
会
役
員

の
一
員
と

し
て
、
ど

う
あ
る
べ

き
か
を
考

え
ま
す
時
、

戸
惑
い
を

感
じ
て
い

る
次
第
で

す
。
し
か

し
、
私
は

下
阪
本
学

区
自
治
連

合
会
「
ま

ち
づ
く
り

推
進
室
長
」
の
立
場
に
も
あ
り
、

今
後
は
本
会
に
対
す
る
多
く
の

よ
き
理
解
者
が
、
地
元
住
民
の

中
で
も
っ
と
増
え
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
所
で
す
。
こ
の
お

役
を
頂
い
た
以

上
は
、
そ
れ
な

り
の
使
命
感
を

持
っ
て
頑
張
る

し
か
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
会
も
創
立
以
来
十
年
近
く
に

な
り
、
会
の
運
営
方
針
に
つ
い

て
も
、
今
一
度
、
新
し
い
考
え

方
に
立
っ
て
ど
の
よ
う
に
前
進

す
る
べ
き
か
、
真
剣
に
考
え
る

時
期
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

今
後
は
よ
り
多
く
の
諸
先
輩

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
な
が

ら
、
会
の
発
展
の
た
め
に
尽
く

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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記
念
講
演
会

坂
本
城
の
石
垣
は
最
古

中
井

均
滋
賀
県
立
大
学
教
授

講
演
の
要
旨

坂
本
城
を
考
え
る
会

副
会
長
と
し
て
林

宏



私
の
家
の
玄
関
を
出
る
と
、

目
の
前
に
国
道
１
６
１
号
線
を

隔
て
て
、
琵
琶
湖
の
景
色
が
ひ

ろ
が
り
ま
す
。
天
気
の
良
い
日

に
は
、
対
岸
に
く
っ
き
り
と
三

上
山
、
阿
星
山
、
金
勝
山
、
太

神
山
か
ら
音
羽
山
に
至
る
５
～

６
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が

連
な
っ
て
見
え
ま
す
。
山
の
稜

線
が
美
し
く
、
琵
琶
湖
の
湖
面

と
と
も
に
素
晴
ら
し
い
景
色
で

す
。
ま
た
、
風
も
海
岸
線
に
吹

く
潮
風
で
な
く
心
地
よ
い
湖
風

に
あ
た
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

今
か
ら
４
４
０
年
頃
前
に
、

織
田
信
長
の
重
臣
と
し
て
活
躍

し
た
明
智
光
秀
が
、
琵
琶
湖
の

湖
面
近
く
に
築
い
た
坂
本
城
か

ら
東
方
を
眺
め
た
景
色
は
ど
ん

な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
城
か
ら
で
は
、
三
上
山
の

北
方
の
山
々
も
見
渡
す
こ
と
が

で
き
、
山
の
稜
線
は
、
今
見
ら

れ
る
も
の
と
あ
ま
り
変
わ
っ
て

い
な
い
思
わ
れ
る
為
、
光
秀
が

見
た
琵
琶
湖
の
パ
ノ
ラ
マ
は
、

素
晴
ら
し
も
の
で
あ
っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
湖
面

に
行
き
交
う
船
々
や
安
土
の
方

角
の
山
々
の
景
色
を
眺
め
な
が

ら
、
光
秀
は
「
天
下
へ
の
夢
」

を
描
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
…
。

ひ
ょ
っ
と
し
て
、
光
秀
の
娘

の
玉
姫
（
細
川
ガ
ラ
シ
ヤ
）
も
、

幼
少
時
に
絶
景
を
眺
め
て
い
た

の
か
も
と
・
・
。
い
ろ
い
ろ
と

想
像
の
世
界
が
広
が
り
ま
す
。

私
は
高
校
で
歴
史
を
教
え
て
い

ま
し
た
が
、
こ
こ
坂
本
と
い
え

ば
近
江
の
馬
借
一
揆
の
拠
点
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
し
か
語
っ
た

こ
と
が
な
く
、
そ
の
他
の
こ
と

は
あ
ま
り
知
り
ま
せ
ん
。
郷
土

史
を
研
究
さ
れ
て
い
る
方
や
坂

本
の
地
を
愛
さ
れ
て
お
ら
れ
る

方
か
ら
、
坂
本
城
の
遺
跡
や
当

時
の
坂
本
の
様
子
等
を
教
え
て

も
ら
い
、
い
ろ
い
ろ
と
想
像
の

世
界
を
広
げ
て
み
よ
う

と
思
い
、
こ
の
度
、

「
坂
本
城
を
考
え
る
会
」

に
入
会
し
ま
し
た
。
坂

本
城
跡
を
見
に
来
ら
れ

る
城
フ
ァ
ン
の
方
に
説

明
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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会費納入のお願い

■平成２７年度会費１，２００円を、未だ納

入されていない会員は、郵便振替で至急

納入願います。現金でも結構です。

払込取扱票が必要な方は 連絡頂ければ

送ります。

■ 口座番号 00940-8-193042

加入者名 坂本城を考える会

他の金融機関からは

店番 468- 普通預金 0954399

■ 520-0113 大津市坂本3-17-61

渡辺 豊 ℡077-578-4607

090-7348-1083

坂
本
城
を
考
え
る
会
に
入
会
す
る
に

あ
た
っ
て

下
阪
本

山
本

正
史

坂本城址公園の清掃
活動に参加を

坂本城を考える会では、坂本城址公園の清掃

活動を続けており、公園利用者にすっきり気持ち

よくなったと喜ばれています

と き ９月２６日（土） 小雨決行

９時～１１時
ところ 大津市下阪本「坂本城址公園」

軍手などを持参し、作業ができる服装でご参加を

ボランティア

ガイド
募集中

５７８－８２９５
恒岡まで


